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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成29年2月23日(2017.2.23)

【公開番号】特開2015-175971(P2015-175971A)
【公開日】平成27年10月5日(2015.10.5)
【年通号数】公開・登録公報2015-062
【出願番号】特願2014-52194(P2014-52194)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｂ  15/05     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  33/00     (2010.01)
   Ｇ０３Ｂ  15/03     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ   15/05     　　　　
   Ｈ０１Ｌ   33/00     　　　Ｊ
   Ｇ０３Ｂ   15/03     　　　Ｗ

【手続補正書】
【提出日】平成28年12月26日(2016.12.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１波長を中心波長とした第１波長分布であって、当該第１波長分布に７００ｎｍから
７８０ｎｍの範囲内または３８０ｎｍから４００ｎｍの範囲内、のいずれか一方の可視光
成分を含む第１光を発光する第１ＬＥＤと、
　第２波長を中心波長とした第２波長分布であって、当該第２波長分布に、
　　前記第１光が７００ｎｍから７８０ｎｍの範囲内の波長のいずれかを含む場合は７０
０ｎｍから７８０ｎｍの範囲内のいずれかを、あるいは、
　　前記第１光が３８０ｎｍから４００ｎｍの範囲内の波長のいずれかを含む場合は３８
０ｎｍから４００ｎｍの範囲内のいずれかの
　可視光成分を含む第２光を発光する第２ＬＥＤと、
を備える、光源装置。
【請求項２】
　前記第１光を発光させる第１発光時間を、前記第２光を発光させる第２発光時間よりも
短くし、かつ、
　前記第１ＬＥＤに印加する第１電流値を、前記第２ＬＥＤに印加する第２電流値よりも
大きくすることで、
　前記第１光の単位時間あたりの第１発光強度を、前記第２光の単位時間あたりの第２発
光強度よりも大きくして、前記第１光及び前記第２光を交互に発光させる制御部を更に備
えることを特徴とする、
　請求項１に記載の光源装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記第１光及び前記第２光を交互に発光させた場合に、
　前記第２光に含まれる前記可視光成分の光量が、前記第１光に含まれる前記可視光成分
の光量と略同一になる様に、
　前記第２波長分布、または前記第２電流値を制御する請求項２に記載の光源装置。
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【請求項４】
　前記第１ＬＥＤは、前記第１波長が近赤外波長であり、前記第１波長分布に前記可視光
成分となる７００ｎｍから７８０ｎｍの波長を含む前記第１光を発光し、
　前記第２ＬＥＤは、前記第２波長が７００ｎｍから７８０ｎｍの範囲内の前記第２光を
発光する、請求項１ないし請求項3の何れか一項に記載の光源装置。
【請求項５】
　第１波長を中心波長とした第１波長分布であって、当該第１波長分布に７００ｎｍから
７８０ｎｍの範囲内または３８０ｎｍから４００ｎｍの範囲内、のいずれか一方の可視光
成分を含む第１光を、第１ＬＥＤが発光し、
　第２波長を中心波長とした第２波長分布であって、当該第２波長分布に、
　　前記第１光が７００ｎｍから７８０ｎｍの範囲内の波長のいずれかを含む場合は７０
０ｎｍから７８０ｎｍの範囲内のいずれかを、あるいは、
　　前記第１光が３８０ｎｍから４００ｎｍの範囲内の波長のいずれかを含む場合は３８
０ｎｍから４００ｎｍの範囲内のいずれかの
　可視光成分を含む第２光を、第２ＬＥＤが発光する
発光方法。
【請求項６】
　第１波長を中心波長とした第１波長分布であって、当該第１波長分布に７００ｎｍから
７８０ｎｍの範囲内または３８０ｎｍから４００ｎｍの範囲内、のいずれか一方の可視光
成分を含む第１光を発光する第１ＬＥＤと、
　第２波長を中心波長とした第２波長分布であって、当該第２波長分布に、
　　前記第１光が７００ｎｍから７８０ｎｍの範囲内の波長のいずれかを含む場合は７０
０ｎｍから７８０ｎｍの範囲内のいずれかを、あるいは、
　　前記第１光が３８０ｎｍから４００ｎｍの範囲内の波長のいずれかを含む場合は３８
０ｎｍから４００ｎｍの範囲内のいずれかの
　可視光成分を含む第２光を発光する第２ＬＥＤ
を有する光源制御部と、
　前記第１ＬＥＤの発光に同期して露光するカメラ
を備える、端末装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本開示の一局面によれば、第１波長を中心波長とした第１波長分布であって、当該第１
波長分布に７００ｎｍから７８０ｎｍの範囲内または３８０ｎｍから４００ｎｍの範囲内
、のいずれか一方の可視光成分を含む第１光を発光する第１ＬＥＤと、
　第２波長を中心波長とした第２波長分布であって、当該第２波長分布に、前記第１光が
７００ｎｍから７８０ｎｍの範囲内の波長のいずれかを含む場合は７００ｎｍから７８０
ｎｍの範囲内のいずれかを、あるいは、前記第１光が３８０ｎｍから４００ｎｍの範囲内
の波長のいずれかを含む場合は３８０ｎｍから４００ｎｍの範囲内のいずれかの可視光成
分を含む第２光を発光する第２ＬＥＤとを備える、光源装置が提供される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８３】
　なお、以上の実施例に関し、さらに以下の付記を開示する。
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（付記１）
　第１波長を中心波長とした第１波長分布であって、当該第１波長分布に７００ｎｍから
７８０ｎｍの範囲内または３８０ｎｍから４００ｎｍの範囲内、のいずれか一方の可視光
成分を含む第１光を発光する第１ＬＥＤと、
　第２波長を中心波長とした第２波長分布であって、当該第２波長分布に、
　　前記第１光が７００ｎｍから７８０ｎｍの範囲内の波長のいずれかを含む場合は７０
０ｎｍから７８０ｎｍの範囲内のいずれかを、あるいは、
　　前記第１光が３８０ｎｍから４００ｎｍの範囲内の波長のいずれかを含む場合は３８
０ｎｍから４００ｎｍの範囲内のいずれかの
　可視光成分を含む第２光を発光する第２ＬＥＤと、
を備える、光源装置。
（付記２）
　前記第１光を発光させる第１発光時間を、前記第２光を発光させる第２発光時間よりも
短くし、かつ、
　前記第１ＬＥＤに印加する第１電流値を、前記第２ＬＥＤに印加する第２電流値よりも
大きくすることで、
　前記第１光の単位時間あたりの第１発光強度を、前記第２光の単位時間あたりの第２発
光強度よりも大きくして、前記第１光及び前記第２光を交互に発光させる制御部を更に備
えることを特徴とする、
　付記１に記載の光源装置。
（付記３）
　前記制御部は、前記第１光及び前記第２光を交互に発光させた場合に、
　前記第２光に含まれる前記可視光成分の光量が、前記第１光に含まれる前記可視光成分
の光量と略同一になる様に、
　前記第２波長分布、または前記第２電流値を制御する付記２に記載の光源装置。
（付記４）
　前記第１ＬＥＤは、前記第１波長が近赤外波長であり、前記第１波長分布に前記可視光
成分となる７００ｎｍから７８０ｎｍの波長を含む前記第１光を発光し、
　前記第２ＬＥＤは、前記第２波長が７００ｎｍから７８０ｎｍの範囲内の前記第２光を
発光する、付記１ないし付記3の何れか一項に記載の光源装置。
（付記５）
　第１波長を中心波長とした波長の分布で、波長の分布に７００ｎｍから７８０ｎｍの範
囲内及び３８０ｎｍから４００ｎｍの範囲内、のいずれかの可視光成分を含む光を発する
第１ＬＥＤと、
　前記第１波長と異なる第２波長を中心波長とした波長の分布で、波長の分布に前記第１
ＬＥＤが７００ｎｍから７８０ｎｍの範囲内の波長のいずれかを含む場合は７００ｎｍか
ら７８０ｎｍの範囲内のいずれかの可視光成分を、あるいは、前記第１ＬＥＤが３８０ｎ
ｍから４００ｎｍの範囲内の波長のいずれかを含む場合は３８０ｎｍから４００ｎｍの範
囲内のいずれかの可視光成分を含む光を発する第２ＬＥＤとを、それぞれの可視光成分の
光量が略同一になるように発光させる、ＬＥＤ制御装置。
（付記６）
　前記第１ＬＥＤ及び前記第２ＬＥＤを交互に発光させる、付記５に記載のＬＥＤ制御装
置。
（付記７）
　前記第１ＬＥＤは、前記第１波長が近赤外波長であり、波長の分布に７００ｎｍから７
８０ｎｍの波長を含む光を発し、
　前記第２ＬＥＤは、前記第２波長が７００ｎｍから７８０ｎｍの範囲内である、付記５
に記載のＬＥＤ制御装置。
（付記８）
　第１波長を中心波長とした波長の分布で、波長の分布に７００ｎｍから７８０ｎｍの範
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囲内及び３８０ｎｍから４００ｎｍの範囲内、のいずれかの可視光成分を含む光を発する
第１ＬＥＤと、
　前記第１波長と異なる第２波長を中心波長とした波長の分布で、波長の分布に前記第１
ＬＥＤが７００ｎｍから７８０ｎｍの範囲内の波長のいずれかを含む場合は７００ｎｍか
ら７８０ｎｍの範囲内のいずれかの可視光成分を、あるいは、前記第１ＬＥＤが３８０ｎ
ｍから４００ｎｍの範囲内の波長のいずれかを含む場合は３８０ｎｍから４００ｎｍの範
囲内のいずれかの可視光成分を含む光を発する第２ＬＥＤと、
　前記第１ＬＥＤ及び前記第２ＬＥＤを、それぞれの可視光成分の光量が略同一になるよ
うに発光させるＬＥＤ制御装置と、
　前記第１ＬＥＤの発光に同期して露光するカメラとを含む、端末装置。
（付記９）
　前記ＬＥＤ制御装置は、前記第１ＬＥＤ及び前記第２ＬＥＤを交互に発光させる、付記
８に記載の端末装置。
（付記１０）
　前記第１ＬＥＤは、発光する光の主たる波長が近赤外波長であり、
　前記第２ＬＥＤは、発光する光の主たる波長が７００ｎｍから７８０ｎｍの範囲内の可
視光波長である、付記８又は９に記載の端末装置。
（付記１１）
　近赤外ＬＥＤと、
　発光する光の主たる波長が７００ｎｍから７８０ｎｍの範囲内の可視光赤色ＬＥＤと、
　前記近赤外ＬＥＤを点滅させると共に、少なくとも前記近赤外ＬＥＤの非発光時に前記
可視光赤色ＬＥＤを発光させる制御装置と、
　ユーザの目を撮影するカメラと、
　前記近赤外ＬＥＤの発光時に前記カメラにより捕捉された画像に基づいて、前記ユーザ
の視線方向を検出する画像処理装置とを含む、視線検出装置。
（付記１２）
　近赤外ＬＥＤと、
　発光する光の主たる波長が７００ｎｍから７８０ｎｍの範囲内の可視光赤色ＬＥＤと、
　前記近赤外ＬＥＤを点滅させると共に、少なくとも前記近赤外ＬＥＤの非発光時に前記
可視光赤色ＬＥＤを発光させる制御装置と、
　前記近赤外ＬＥＤの発光に同期して露光するカメラとを含む、近赤外線画像取得装置。
（付記１３）
　紫外線ＬＥＤと、
　発光する光の主たる波長が３８０ｎｍから４００ｎｍの範囲内の可視光紫色ＬＥＤと、
　前記紫外線ＬＥＤを点滅させると共に、少なくとも前記紫外線ＬＥＤの非発光時に前記
可視光紫色ＬＥＤを発光させる制御装置と、
　前記紫外線ＬＥＤの発光に同期して露光するカメラとを含む、近紫外線画像取得装置。
（付記１４）
　第１波長を中心波長とした第１波長分布であって、当該第１波長分布に７００ｎｍから
７８０ｎｍの範囲内または３８０ｎｍから４００ｎｍの範囲内、のいずれか一方の可視光
成分を含む第１光を、第１ＬＥＤが発光し、
　第２波長を中心波長とした第２波長分布であって、当該第２波長分布に、
　　前記第１光が７００ｎｍから７８０ｎｍの範囲内の波長のいずれかを含む場合は７０
０ｎｍから７８０ｎｍの範囲内のいずれかを、あるいは、
　　前記第１光が３８０ｎｍから４００ｎｍの範囲内の波長のいずれかを含む場合は３８
０ｎｍから４００ｎｍの範囲内のいずれかの
　可視光成分を含む第２光を、第２ＬＥＤが発光する
発光方法。
（付記１５）
　第１波長を中心波長とした第１波長分布であって、当該第１波長分布に７００ｎｍから
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７８０ｎｍの範囲内または３８０ｎｍから４００ｎｍの範囲内、のいずれか一方の可視光
成分を含む第１光を発光する第１ＬＥＤと、
　第２波長を中心波長とした第２波長分布であって、当該第２波長分布に、
　　前記第１光が７００ｎｍから７８０ｎｍの範囲内の波長のいずれかを含む場合は７０
０ｎｍから７８０ｎｍの範囲内のいずれかを、あるいは、
　　前記第１光が３８０ｎｍから４００ｎｍの範囲内の波長のいずれかを含む場合は３８
０ｎｍから４００ｎｍの範囲内のいずれかの
　可視光成分を含む第２光を発光する第２ＬＥＤ
を有する光源制御部と、
　前記第１ＬＥＤの発光に同期して露光するカメラ
を備える、端末装置。
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